
令和3年9月17日 評価結果市町村受理日

令和3年10月12日 外部評価確定日 令和3年11月8日

自己評価及び外部評価結果票
（様式第１号）

【事業所概要（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

4191300013

社会福祉法人 六親福祉会

グループホーム　牛津あしはらの園

佐賀県小城市牛津町牛津80番地1

・介護理念に沿って、優しく笑顔で接し、ご利用者様個々に合った生活の支援が出来るように心掛けている。
・協力医療機関との24時間連携により、ご家族様が安心して頂けるように、こまかな状態報告を行っている。又代表
者が医師である為、急変や事故発生時の速やかな対応を行って頂いている。
・地域に根ざした施設になるように、地域との関わりを持つようにしている。

事業所番号

法人名

法人母体が病院であることは、家族にとっても健康面や医療面での安心へと繋がっている。毎日の訪問診療や２４
時間体制も心強い。また、日々の記録用にタブレット端末が導入されており、記入時間の短縮は利用者と関われる
時間増へ期待できる。気付いた事や質問等が自由に発言できるのは、職員の声に耳を傾けている管理者の度量で
もあり、ぶれない軸は職員の自己啓発を生んでいる。近くに法人施設（特養）があることで緊急時には避難場所とな
り、普段には大型洗濯機・乾燥機を使って大物洗いも出来るという利点がある。

事業所名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

評価機関名

訪問調査日

社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会

佐賀県佐賀市鬼丸町７番１８号

【評価機関概要（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ

所在地

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

自己評価作成日
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〔セル内の改行は、（Ａｌｔｷｰ）＋（Ｅｎｔｅｒｷｰ）です。〕

自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

外部評価
（評価機関記入欄）

1

事務室や職員休憩室に理念を掲
示し、職員一人ひとりが理念の共
有に心掛けるようにしている。又、
毎回ではないが、ミーティング時、
実践されているか話し合いをして
いる。

法人理念の他に事業所独自の理念も掲
げている。開設時の職員達によって作ら
れたそれは、基本はそのままに、より分
かりやすい表現に変わった部分もある。
目に付く場所への掲示や、時折、会議で
話題にすることで再確認をし、意識付け
を図っている。笑顔には笑顔が返ってくる
と常に説くことで、一日の振り返りに利用
者ひとりひとりを思い浮かべる職員もい
る。日々のケアの中で理念が活かされて
いるのが窺える。

3

地域住民の代表者と話をし、地域
の集いには参加できないため、代
表者より、地域の人々に認知症の
人について話をして頂いている。

2

事務室や職員休憩室に理念を掲
示し、職員一人ひとりが理念の共
有に心掛けるようにしている。又、
毎回ではないが、ミーティング時、
実践されているか話し合いをして
いる。

地域住民の代表者として、区長・
老人クラブ会長・民生委員2名に
運営推進会議に出席して頂いて
いる。地域敬老会出席や地域婦
人会からの訪問は、コロナ禍の
為、しばらく中止となっている。

地域に暮らす家として自治会に加入し、
回覧版も届いている。地区役員や、地元
の職員もいて細かい情報は得られてい
る。以前は、近くの法人施設（特養）で地
域住民も招く催し等があり、事業所も参
加交流していたが、コロナ禍の現在はそ
れも難しくなっている。しかし民生委員を
通じて介護の相談事が寄せられたりする
と、専門知識を活かした助言や対応を
行っている。近隣住民にも高齢化は否め
ないが、非常緊急時には応援を頼める関
係は築けている。また、法人が行う地域
貢献として、月に一度の医療講話（無料）
や特養内の会議室貸し出し（無料）が挙
げられる。

(1)

(2)

地域住民の代表者と話をし、地域
の集いには参加できないため、代
表者より、地域の人々に認知症の
人について話をして頂いている。

地域住民の代表者として、区長・
老人クラブ会長・民生委員2名に
運営推進会議に出席して頂いて
いる。地域敬老会出席や地域婦
人会からの訪問は、コロナ禍の
為、しばらく中止となっている。

自己評価および外部評価結果

外
部

自
己

項　　目
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

認知症実践者研修に出席し、権
利擁護について学び、内部研修を
行っている。

8

(4)5

小城市福祉部高齢障がい支援課
高齢者支援係長に運営推進会議
の委員をお願いし、小城市との連
携を密にしている。

自己評価では,「運営推進会議を通して地
域との繋がりや深まりが大いに増えてい
る」と回答している。行政側、地区役員、
また家族代表の参加もあり、所要時間は
概ね３０分を目途としているが、延びるこ
とも多い。事業所からの報告に終始する
ことなく、双方向な意見交換の場となって
いるのは、メンバー同士が顔見知りとなり
相談し合う場面からも窺える。過ごしやす
い季節を迎え、朝夕の散歩を勧められた
り、マッサージチェアを譲り受けたりと地
域の理解と支援を得る機会にもなってい
る。

運営推進会議を2ヶ月に1回行い、
市職員・包括支援センター職員・
地域住民を委員として、情報交換
を行っている。

小城市福祉部高齢障がい支援課
高齢者支援係長に運営推進会議
の委員をお願いし、小城市との連
携を密にしている。

7
ミーティング時、虐待防止につい
て職員へ話をしている。（内部研
修）

6

身体拘束は行っていない。芦刈本
部（特養）での職員全体会議やグ
ループホーム・ミーティング時に勉
強会を行っている。

入居契約時に指針の説明を行っている。
職員は身体拘束の内容とその弊害を理
解しており、現在その事例はない。玄関
に施錠はなく、センサーはあるものの、職
員の目配りや人数を数える習慣もあっ
て、利用者の自由な暮らしや安全が保た
れている。仮に外へ向かう利用者がいて
も行動を抑えることはない。納得するまで
一緒に歩く事を基本としている。また、職
員に不適切なケアが見られた場合はす
ぐにその場で注意する事とし、全体の事
として問題提起するとしている。

身体拘束は行っていない。芦刈本
部（特養）での職員全体会議やグ
ループホーム・ミーティング時に勉
強会を行っている。

ミーティング時、虐待防止につい
て職員へ話をしている。（内部研
修）

認知症実践者研修に出席し、権
利擁護について学び、内部研修を
行っている。

運営推進会議を2ヶ月に1回行い、
市職員・包括支援センター職員・
地域住民を委員として、情報交換
を行っている。

(3)

運営推進会議のメンバーでもあり顔なじ
みである。相談事は言い易く、電話での
問い合わせや、内容によっては直接出向
くこともある。事業所は大きな法人に属
し、内部で解決できるだけの人材やスキ
ルもあるが、行政側との関係も大切にし
ている。実直に対応してもらえる関係は
築いている。

(5)

4
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

契約書・重要事項説明書及び、パ
ンフレット・利用料金表を用い十分
に説明を行っている。

玄関に意見箱を設置している。ま
た、ご家族面会時に要望を伺った
り、ご利用者の近況報告を行って
いる。コロナ禍の為、面会は窓越
しにて行い、電話にて近況報告を
密に行っている。

(7)11

10

玄関に意見箱を設置している。ま
た、ご家族面会時に要望を伺った
り、ご利用者の近況報告を行って
いる。コロナ禍の為、面会は窓越
しにて行い、電話にて近況報告を
密に行っている。

以前は家族の来所も多かった。コロナ禍
では面会の規制もあり、ガラス越しの対
面を余儀なくされている。面会時間も限ら
れ、家族とのコミュニケーションも取り難
いのが現状である。毎月の利用料請求
時にはホーム便りも同封されるが本部か
らの一括送付であり、事業所から個別に
近況を添える事は難しい。そのため、月
に一度は近況報告を兼ねて電話連絡を
行い、想いの把握にも努めている。意見
が出されれば前向きに活かす姿勢もあ
る。高齢化は家族にも例外ではなく、体
調などを気遣うこともある。

契約書・重要事項説明書及び、パ
ンフレット・利用料金表を用い十分
に説明を行っている。

(6)

2ヶ月に1回特養などと全体会議
を、毎月1回グループホーム職員
でミーティングを行い、意見交換の
場としている。

毎月のミーティングは２ユニット合同で、
夕方から約２時間を要し、休みの職員も
参加している。カンファレンスの他に勉強
会（年間計画あり）も組み込まれ、意見は
活発に出されている。管理者は、日頃か
ら現場の声に耳を傾けているが、会議で
取り上げてほしい事があれば事前に申し
出ておくこともできる。また、定時での帰
宅を促し、勤務の希望には極力沿いなが
ら働きやすい職場であるよう配慮も窺え
る。法人上席との交渉は増えるが、管理
者としての想いや職員の声はきちんと届
けている。

9

12

定期的に人事考課を行っている。
また、年2回、正規職員への昇進
試験を行っている。希望があれば
上司との面接を直ちに行って、納
得して勤務している。

定期的に人事考課を行っている。
また、年2回、正規職員への昇進
試験を行っている。希望があれば
上司との面接を直ちに行って、納
得して勤務している。

3月に新任職員研修を行ってい
る。毎月ミーティング後に研修を
行っている。（研修計画作成）

2ヶ月に1回特養などと全体会議
を、毎月1回グループホーム職員
でミーティングを行い、意見交換の
場としている。

13
3月に新任職員研修を行ってい
る。毎月ミーティング後に研修を
行っている。（研修計画作成）
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取り組みをしてい
る

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人
と家族等が「その時」まず必要としている
支援を見極め、他のサービス利用も含め
た対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

○本人と共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

契約時にグループホームとはどう
いう施設なのかをご家族に説明
し、利用者に自分でできることはし
て頂くようにしている。また、施設・
職員で対応できない場合等は、ご
家族に連絡して協力をお願いして
いる。

入所前に必ずご利用者の状態把
握を行っており、職員にご利用者
の望む生活像や対応の仕方を周
知徹底している。

入所時の契約時や、ケアプランの
更新時に聞き取りを行っている。
また、ご家族様の面会時や電話に
て近況報告を行っている。

入所申込時や入所前の状態把握
の際に対応している。

日常生活の中でご利用者ができ
る事を探し、洗濯物たたみ等をほ
ぼ毎日して頂いている。またレクリ
エーション時のおやつ作りを月数
回予定し、職員と共に作って頂い
ている。

契約時にグループホームとはどう
いう施設なのかをご家族に説明
し、利用者に自分でできることはし
て頂くようにしている。また、施設・
職員で対応できない場合等は、ご
家族に連絡して協力をお願いして
いる。

19

15

入所前に必ずご利用者の状態把
握を行っており、職員にご利用者
の望む生活像や対応の仕方を周
知徹底している。

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

14

小城市高齢者安心ネットワークの
一環として南部地区の介護保険
サービス事業所等の多職種との
連携を行っている。

小城市高齢者安心ネットワークの
一環として南部地区の介護保険
サービス事業所等の多職種との
連携を行っている。

入所申込時や入所前の状態把握
の際に対応している。

18

日常生活の中でご利用者ができ
る事を探し、洗濯物たたみ等をほ
ぼ毎日して頂いている。またレクリ
エーション時のおやつ作りを月数
回予定し、職員と共に作って頂い
ている。

16

入所時の契約時や、ケアプランの
更新時に聞き取りを行っている。
また、ご家族様の面会時や電話に
て近況報告を行っている。

17
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

家族連絡は適宜行っており、面会
等は窓越しにて行っている。

ホールでの席順等に配慮し、話の
合う方同士を近くの席にしている。
又1日の中でも席を替え、一人一
人が孤立しないように考えてい
る。

入院時には、入院中の病院に行
き、本人様や家族様の相談や支
援に努めている。また、退院後、
再入所したいと相談がある場合、
利用申し込みを再度行って頂いて
いる。

24
生活歴については、ご家族や本人
から聞き取り、基本情報に記載す
るようにしている。

(9)23

サービス契約書（1）や基本情報に
本人の意向を書くようにしている
が、補足として、ご家族の意見も
頂いている。

利用者の想いは日頃のケアの中で同じ
時間を共有しながら汲み取っている。隣
に座って背中を摩りながら、また、お気に
入りの職員を見つけて話してくれる利用
者もある。入浴中などリラックスしている
時には特に、想いが聞けることが多い。
聞き取った事は口頭やミーティング時に
伝え合い、共有を図っている。そこからケ
アプランに反映させた例もある。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

サービス契約書（1）や基本情報に
本人の意向を書くようにしている
が、補足として、ご家族の意見も
頂いている。

生活歴については、ご家族や本人
から聞き取り、基本情報に記載す
るようにしている。

(8)20

21

ホールでの席順等に配慮し、話の
合う方同士を近くの席にしている。
又1日の中でも席を替え、一人一
人が孤立しないように考えてい
る。

家族連絡は適宜行っており、面会
等は窓越しにて行っている。

入居までの人間関係を把握するために
は、本人や家族、担当のケアマネー
ジャーはもちろん、利用していたサービス
事業所やケースによっては病院関係者
からも話を聞き情報を集めている。それ
らを基に具体的な支援が組まれている。
電話の取り次ぎはいつでも可能で、年賀
状や手紙の返事を手伝うこともある。コロ
ナ禍以前は盆正月の帰宅（宿泊もあり）
や墓参り、法事への出席もあったが、現
在は自粛している。毎月のホーム便りは
写真等で様子が分かるため、キーパーソ
ン以外の家族にも届けられている。コロ
ナ禍だからこそ、関係が希薄にならない
よう努めている。

22

入院時には、入院中の病院に行
き、本人様や家族様の相談や支
援に努めている。また、退院後、
再入所したいと相談がある場合、
利用申し込みを再度行って頂いて
いる。
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

自分の事を心配されたり、以前デ
イサービスやショートステイの利用
をされていたため、「帰らないとい
けないの？」と問われる事が多
い。声掛けにて対応し、またご家
族に相談して面会に来て頂くよう
にしている。

運営推進会議の中で地域との交
流を増やしている。地域の敬老会
等積極的に参加するように努めて
いたが、コロナ渦で最近は出席で
きていない。

28

(10)

自分の事を心配されたり、以前デ
イサービスやショートステイの利用
をされていたため、「帰らないとい
けないの？」と問われる事が多
い。声掛けにて対応し、またご家
族に相談して面会に来て頂くよう
にしている。

アセスメントにより心身状態・有す
る能力の把握に努めている。1日
の過ごし方については基本情報
の中に記載するようにしている。

26

毎月1回職員ミーティングを行い、
意見交換の場としている。また、
サービス計画書の更新時にサー
ビス担当者会議を行い、議事録を
残している。

ケアプランの設定期間は、入居して間も
ない時期は毎月とし、その後は６か月毎
の見直しを行っている。利用者毎に担当
職員を決めてはいるが全員でカバーして
いる。本人の希望は日々のケアの中で
把握し、家族の要望等は面会時や電話
での会話から汲み取っている。家族から
は現状維持を望む声が多い。ともすれば
残存能力は簡単に低下してしまうのが現
実である。一日の流れの中では体調が
変化することもあるが、出来る事を把握し
ながら支援しているため、難しくなった時
は気付きも早い。状態・問題・解決すべき
課題等々の項目でひとりひとりに向き
合っている。更に、ケアマネージャーによ
るモニタリングも毎月行われている。

日々の記録を記載するよう、職員
の目につきやすい所に計画書を
置いている。

運営推進会議の中で地域との交
流を増やしている。地域の敬老会
等積極的に参加するように努めて
いたが、コロナ渦で最近は出席で
きていない。

29

27
日々の記録を記載するよう、職員
の目につきやすい所に計画書を
置いている。

毎月1回職員ミーティングを行い、
意見交換の場としている。また、
サービス計画書の更新時にサー
ビス担当者会議を行い、議事録を
残している。

25

アセスメントにより心身状態・有す
る能力の把握に努めている。1日
の過ごし方については基本情報
の中に記載するようにしている。
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを、職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練
を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

入所時に重度化した場合の指針
について、書面で説明し同意書を
頂き、協力医院関係者との情報や
相談を密にしている。

入所時に本人、家族等と話し合い
重度化した場合について、書面で
説明し、同意を頂くようにしてい
る。

ＧＨ会議の中で応急手当や初期
対応について勉強会を行い、救急
対応マニュアルを作成し、急変時
には協力病院にすぐ連絡するよう
にしている。

毎日、協力病院より往診に来ら
れ、また往診の為の同意書を医
師よりご家族に説明されてある。
必要時には受診や往診の支援を
行っている。又24時間連携により
夜間も受・往診をして頂いている。

看護師を配置しており、医療上の
管理を行っている。又管理者が看
護師の資格があるため看護、介
護職員と情報の交換は早期にで
きている。

34

ＧＨ会議の中で応急手当や初期
対応について勉強会を行い、救急
対応マニュアルを作成し、急変時
には協力病院にすぐ連絡するよう
にしている。

33 (12)

入所時に本人、家族等と話し合い
重度化した場合について、書面で
説明し、同意を頂くようにしてい
る。

入居契約時に指針を示し、その中で事業
所では看取りを行わないこと、重度化し
た場合の選択肢について等々を丁寧に
説明している。出来る限り事業所で過ご
したいと願う家族は多く、容態の変化に
伴い話し合いは何度でも重ねながら、安
心して納得した最期が迎えられるよう支
援している。

32

入所時に重度化した場合の指針
について、書面で説明し同意書を
頂き、協力医院関係者との情報や
相談を密にしている。

31

看護師を配置しており、医療上の
管理を行っている。又管理者が看
護師の資格があるため看護、介
護職員と情報の交換は早期にで
きている。

30

毎日、協力病院より往診に来ら
れ、また往診の為の同意書を医
師よりご家族に説明されてある。
必要時には受診や往診の支援を
行っている。又24時間連携により
夜間も受・往診をして頂いている。

元々、協力医の患者だった方や、入居後
に説明を受け納得して変更を希望した方
など様々ではあるが、現在は全員が協力
医をかかりつけとしている。毎日、医師
（協力医）が訪れているのも心強い。診療
科目によっては病院を探すこともあるが、
まず本人や家族に希望先を尋ねている。
受診に出向く際は職員が同行し、その結
果は当日中に家族へ電話連絡している。
当外部評価のアンケートでは「健康面や
医療面、安全面で心配な点はない」と答
えた家族が殆どである。

(11)
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

良くない言葉かけをすることも時
にある為、直接管理者から注意し
たり、職員同士でミーティング時に
話し合い、注意するようにしてい
る。

飲みたい飲み物の選択等を利用
者にして頂くようにしている。また、
サービス計画書の更新の際に意
向を確認するようにしている。

連絡網を各職員に配布している。
また、消防計画書に基づき地震・
風水害時も含め、年2回避難訓練
を実行している。

良くない言葉かけをすることも時
にある為、直接管理者から注意し
たり、職員同士でミーティング時に
話し合い、注意するようにしてい
る。

飲みたい飲み物の選択等を利用
者にして頂くようにしている。また、
サービス計画書の更新の際に意
向を確認するようにしている。

36 (14)

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

連絡網を各職員に配布している。
また、消防計画書に基づき地震・
風水害時も含め、年2回避難訓練
を実行している。

年２回、消防機器業者の協力を得ながら
自然災害も想定した訓練を行っている。
時間帯は昼間に実施し、夜間の避難等
は想定のみである。利用者も一緒に避難
を体験し、職員は消火器や火災通報装
置の使い方も承知している。居室から退
室済の確認は速やかな人数把握とし、家
具等の配置にドアを塞ぐような懸念はな
い。避難場所は近くの法人施設（特別養
護老人ホーム）と定め、家族にも周知し
ており、水や非常食等もそこに備蓄され
ている。前回の外部評価後「近隣住民の
協力を得ていない」という反省から、区長
などの地区役員や近所には声掛けをし、
参加協力をお願いしている。今後は緊急
連絡網への登録を検討している。訓練か
らみえた課題や反省は記録に残し、速や
かに改善され、ミーティング等で全員に周
知されている。

トイレや入浴の介助は最も配慮が必要な
場面である。入居して間もない頃は同性
によるケアを心掛け、ドアはきちんと閉め
る事、見え難い立ち位置でのケア、また
バスタオルで隠すなど、自分がされて嫌
なことはしないという基本が窺える。接遇
の研修もある。ミーティングで注意喚起す
ることもあるが、他の職員が経験したこと
はヒントであり対処法にもなっている。ま
た、個人情報の取り扱いに対する意識は
高く、業務上のやり取りではあっても声の
大きさには注意を払っている。更に、ホー
ム便り等への掲載や所内掲示物、居室
の名札に至るまで入居時に承諾を得て
いる。

37

35 (13)
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

日課計画をそれぞれ作成してお
り、希望に添うようにしている。

季節ごとに、ご家族に衣類の入れ
替えを依頼している。また、誕生
日等のプレゼントに希望の品を提
供している。

おしぼりやエプロンの準備はして
頂いている。食事の準備はほとん
ど一緒にはできていないが、メ
ニューを見ながら料理の好みにつ
いて聞いている。又、片付けを手
伝ってもらっている。

日々のバイタルチェックに加え、月
1回の体重測定を行い、協力病院
の医師に報告している。また、栄
養スクリーニングを行い、介護支
援専門員と情報を共有している。

日々のバイタルチェックに加え、月
1回の体重測定を行い、協力病院
の医師に報告している。また、栄
養スクリーニングを行い、介護支
援専門員と情報を共有している。

日課計画をそれぞれ作成してお
り、希望に添うようにしている。

季節ごとに、ご家族に衣類の入れ
替えを依頼している。また、誕生
日等のプレゼントに希望の品を提
供している。

(15)

41

献立は法人の管理栄養士が作り、食材
は一括購入されたものが届き調理されて
いる。各法人施設が参加する毎月の給
食会議では献立に希望を出すことも出来
る。酢の効果を知る代表者の想いもあ
り、酢の物や酢和えは頻繁に提供され、
対面式のキッチンからは音や匂いがして
食事時を知らせている。利用者の好き嫌
いやアレルギー有無の把握もしている。
前回の当外部評価後に「準備や片付け
への参加と、職員も一緒に食事をする」と
目標を立てていたが、歳を重ねる毎に身
体能力の低下は否めず、出来る事をお
願いしている。また同じテーブルで職員
が弁当を開けるとそれによるトラブルもあ
り、現在は見守りや声掛け、介助等で同
席している。誕生日は同月をまとめて祝
い、プレゼントや手作りケーキも用意され
ている。

おしぼりやエプロンの準備はして
頂いている。食事の準備はほとん
ど一緒にはできていないが、メ
ニューを見ながら料理の好みにつ
いて聞いている。又、片付けを手
伝ってもらっている。

40

38

39
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

便秘の方や水分摂取量の少ない
方については、早めに牛乳など飲
み物の種類を変えたり、量を増や
して対応している。夏場は牛乳寒
天やゼリーを提供している。

あらかじめ曜日・時間帯を決めて
おり、個々に応じた入浴支援はで
きていないが、強い要望がある場
合は対応するようにしている。

週２回を目安に、多くは午前中の入浴で
ある。自己評価では「個々に応じた入浴
支援はできていない」と正直に記しながら
も、現状で出来る限りの支援を行ってい
る。ひとりずつ寛いでもらう中で想いが聞
けることもある。拒む方には職員のテク
ニックで対応し、入浴日以外でも下着肌
着の交換を行い、清潔保持に努めてい
る。滑り止めマットやシャワーチェアを備
え、また浴槽の縁、特に角が広くなってい
ることでバスボードのように座りながら湯
船の方へ体を向けることも出来る。寒い
季節には脱衣場から暖気を送りヒート
ショック対策としている。衣服の脱ぎ着は
出来るだけ本人に任せ、羞恥心にも配慮
しながら見守っている。

便秘の方や水分摂取量の少ない
方については、早めに牛乳など飲
み物の種類を変えたり、量を増や
して対応している。夏場は牛乳寒
天やゼリーを提供している。

あらかじめ曜日・時間帯を決めて
おり、個々に応じた入浴支援はで
きていないが、強い要望がある場
合は対応するようにしている。

毎食後の口腔ケアと、週3回の義
歯洗浄を行っている。歯科往診も
ご家族と相談し行っている。1人ス
ポンジブラシを使用している人が
いる。

毎月ミーティング時に個人の排泄
について話し合っている。自立支
援に向けた支援を行っている。

毎食後の口腔ケアと、週3回の義
歯洗浄を行っている。歯科往診も
ご家族と相談し行っている。

毎月ミーティング時に個人の排泄
について話し合っている。自立支
援に向けた支援を行っている。

43

44

45

(16)

(17)

排泄に関して自立した利用者もあるが、
任せたままではなく、さりげない見守りを
行っている。排泄後の内容はトイレ内で
尋ねるなど配慮も窺える。また、チェック
表があることで頻度や間隔、体調などを
推し量り支援に繋げている。入居後のケ
アによりオムツ・パット類の使用枚数が
減ったケースもあり、自己負担の軽減に
もなっている。トイレ内の設備では手摺り
はもちろん、ひじ掛けや背もたれもあり、
体位の保持や自立への補助具として役
立っている。

42
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

入所時に、ご家族へご利用者の
嗜好の確認を行い、手作業をして
頂くようにしている。

本人から外出の希望が聞かれることはな
いが、話題を振れば興味を示してくれる
ことはある。バスハイクでは法人の車両
を借り受け、無理強いはしないが、出来
るだけみんなで出掛けるようにしている。
コロナ禍では控えることばかりだが、行き
先の人出をみながら降車の判断をしつつ
楽しんだ日もある。事業所では、外気に
触れ日差しを浴びることは五感の刺激に
もなると承知している。全く外へ出ないと
いう利用者はいない。

バスハイクを季節ごとに計画し、
四季を感じて頂くように支援を行っ
ている。又自宅に帰りたいと希望
がある方については、ご家族様の
理解と、そのご利用者の状態を勘
案し外出支援を行っていたが、昨
年よりコロナ禍にてご家族との外
出は控えて頂いている。

入所時に、ご家族へご利用者の
嗜好の確認を行い、手作業をして
頂くようにしている。

バスハイクを季節ごとに計画し、
四季を感じて頂くように支援を行っ
ている。又自宅に帰りたいと希望
がある方については、ご家族様の
理解と、そのご利用者の状態を勘
案し外出支援を行っていたが、昨
年よりコロナ禍にてご家族との外
出は控えて頂いている。

日中きつそうにされていたり、居眠
りをされている方には、ソファーや
ベッドに案内したりして1～2時間
ほど休んで頂いている。また使い
慣れた枕や毛布等を持参して頂
いている。

利用者様それぞれが服用されて
いる薬の一覧表を作成しており、
随時確認できるようにしている。服
薬管理表を作成し記載している。

日中きつそうにされていたり、居眠
りをされている方には、ソファーや
ベッドに案内したりして1～2時間
ほど休んで頂いている。また使い
慣れた枕や毛布等を持参して頂
いている。

利用者様それぞれが服用されて
いる薬の一覧表を作成しており、
随時確認できるようにしている。服
薬管理表を作成し記載している。

(18)

47

46

48

49
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

元はグループホームとデイサービス事業
所が併設されていた建物だが、現在は改
造され２ユニットのグループホームとして
運営されている。ユニット間には事務所
や小庭があり、行き来もたやすく、利用者
の動線上に行動を妨げるものもない。リ
ビングは天井が高く、高窓からの採光も
あり、明るく開放的な雰囲気である。すぐ
近くに交通量の多い通りはあるが、騒音
は殆ど気にならず静かである。外を眺め
るサッシ戸脇にはソファーが置かれ、現
在はガラス越しの面会の場所でもある。
時間を決めた換気は居室も同様で、手を
触れる箇所の消毒もこまめに行ってい
る。法人の基本方針に６Ｓ（整理・整頓・
清掃・清潔・躾・作法）があり、清掃・清潔
は特に徹底され、嫌な臭気もない。

廊下に誕生会等の行事の写真を
掲示し、来客やご家族が自由に見
て楽しんで頂くようにしている。ま
た、居室には以前から使われてい
た家具等を持ち込んで頂くように
している。

気の合う方を同じ席にしたり、ホー
ルや廊下の空間にソファーを置き
一人で好きな場所に掛けて頂くよ
うにしている。

廊下に誕生会等の行事の写真を
掲示し、来客やご家族が自由に見
て楽しんで頂くようにしている。ま
た、居室には以前から使われてい
た家具等を持ち込んで頂くように
している。

気の合う方を同じ席にしたり、ホー
ルや廊下の空間にソファーを置き
一人で好きな場所に掛けて頂くよ
うにしている。

現金を所持されている方はおられ
ないが、お一人は現金を預かり、
管理者が買い物に行っている。領
収書をご家族へ郵送している。

現金を所持されている方はおられ
ないが、お一人は現金を預かり、
管理者が買い物に行っている。領
収書をご家族へ郵送している。

利用者に手紙がくると、それに対
して返送する支援は行っている。
又、許可を得て職員も読ませて頂
き、喜びを倍増されている。毎年、
年賀状はかける方は書いて頂き、
書けない方は代筆している。

利用者に手紙がくると、それに対
して返送する支援は行っている。
又、許可を得て職員も読ませて頂
き、喜びを倍増されている。毎年、
年賀状はかける方は書いて頂き、
書けない方は代筆している。

(19)52
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自己評価／ユニットＡ（　第1　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　第2　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

居室に持ち込む品物は、火気等の危険
物以外に制限はない。使い慣れたものを
置き、居心地良く暮らしてもらえるよう支
援している。配置や飾り方は本人と話し
ながら決めている。壁に貼ることは出来
ないが、写真立てを使い家族を傍に置く
利用者もある。季節の変わり目には家族
に連絡し、衣類や寝具類の入れ替えをお
願いしている。天気の良い日にはその寝
具を干す手間も惜しまない。家庭と同じ
である。

入所時、ご家族に説明し、使い慣
れた家具等を持ち込んで頂くよう
にしている。

トイレの場所等が分かりやすいよ
うに、大きい字で場所を表示した
り、場所を覚えてもらうように声掛
けを行っている。

入所時、ご家族に説明し、使い慣
れた家具等を持ち込んで頂くよう
にしている。

トイレの場所等が分かりやすいよ
うに、大きい字で場所を表示した
り、場所を覚えてもらうように声掛
けを行っている。

(20)

55
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（目標指標項目）アウトカム項目））(事業所記入)
　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている。

（参考項目：36,37）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。

（参考項目：49）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。

（参考項目：38）

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。

（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。

（参考項目：18,38）

1. ほぼ全ての利用者の

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。

（参考項目：30,31）

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない

1. 毎日ある

2. 数日に１回程度ある

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての利用者が

3. たまにある

4. ほとんどない

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

3. 利用者の1/3くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。

（参考項目：28）

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

63

1. ほぼ全ての家族と

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている。

（参考項目：9,10,19）

64

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

3. たまに

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。

（参考項目：2,20）

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増えている。

（参考項目：4）

68

1. ほぼ全ての家族等が

2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

66

1. ほぼ全ての職員が

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。

（参考項目：11,12）

67

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

65

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

4. ほとんどいない
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